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研究者：ビッグデータ活用プラットフォームを権利保護するうえで必要な知的財産権とその保護対象、その用途を把握できる。また、コア技術やその技術を活用したサービスが適
切に保護されることにより、研究成果の社会実装可能性が高まる。

URA等：知財ミックス戦略によるコア技術の適切な保護によって、企業へのコンソーシアム参画の呼び水や大学発ベンチャー等のライセンス件数・収入増につながる。

ナレッジ8 ビッグデータ活用プラットフォームの知財ミックス戦略による保護

①対象研究者は、観測対象に設置された各種センサー等により日々蓄積されるデータベース中のビックデータを解析して活用するためのプラットフォーム（システム）を研究開発

中。将来の社会実装を見据えて、プラットフォームを適切に知的財産権で保護したい。

②企業と共同研究を行う前に、大学での研究成果を整理して、必要に応じてビジネス関連発明として権利化を図りたい。

①知財ミックス戦略によるプラットフォームの保護

 現時点で想定し得るプラットフォームの事業内容などを対象研究者と議論し、技術
的な特徴については特許権、ユーザインターフェース等のデザインについては意匠権、
プラットフォームの名称等については商標権で保護を図るという知財ミックス戦略を
策定。

 知財ミックス戦略によるプラットフォームの適切な権利保護により、 A)侵害行為の防
止、B)企業へのコンソーシアム参画促進のアピール材料、C)大学発ベンチャー等
へのライセンスにつながることを助言した。

②ビッグデータ関連特許保護の観点

 研究成果を活用したビジネス関連発明について、対象研究者に複数回ヒアリングし、

そのビジネス方法を実現するための具体的な手段を特定する作業を行った。

 特に、研究成果において基本特許となり得る重要な技術について、特許権者だけ

でなくライセンシーでも侵害被疑品の特定が容易な特許権となるように、担当弁理

士と協議して特許請求の範囲の内容を決定した。

キーワード：ビッグデータ、プラットフォーム、権利範囲、大学発ベンチャー

意匠権

商標権

特許権

知財ミックス戦略によるプラットフォームの保護

コア技術保護

コア技術の利用が容易となるユーザインタフェースの
デザイン保護

サービス名保護

複数の知的財産権で重畳的に保護

コア技術を適切に知的財産権で保護できていることを企業にアピール

00001001110
01101010101
01011011001

データ解析技術はアルゴリズムであるため
侵害行為の特定は困難（顕現性が低い） ユーザ側（クライアント端末）から

みて動作が把握できるもの（送受
信されるデータ、データの項目、画
面遷移等）に注目して、特許請
求の範囲を記載

ビッグデータ関連特許保護の観点
侵害被疑品の特定が容易な特許権

情報通信知財戦略支援フェーズ 支援領域

大学の課題

知財戦略デザイナーによる方策

期待できる効果
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